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 透谷は 1868（明治元）年 12 月 29 日（太陽暦では 11 月 16 日）に小田原に生まれた。透
谷の本名は門太郎であるが、この研究では一貫して透谷という号で呼ぶことにする。北村
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は 1815（文化 12）年生まれであるから、透谷を養育していた時期は 60 歳前後に当る。た
とえ健康であるとしても、元気のいい腕白な孫を持て余し気味であったのかも知れない。
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 「新書簡」には、透谷からの 1888（明治 21）年１月 24 日付石阪昌孝宛、透谷から吉野
宛のものとして、1891（明治 24）年、1892（明治 25）年及び 1893（明治 26）年の年賀状、
1892 年４月の旅行先からの葉書、吉野からのものとして、1888（明治 21）年１月 29 日付





透谷からの 1888（明治 21）年１月 24 日付石阪昌孝宛新書簡によれば、社会を「俗物」
とも「くそ蝿」とも呼んで、「逃げたからとて山の奥までも谷之底までも追いかけて来る
                                                  
25 色川大吉「透谷と政治－透谷の新史料紹介に当って－」『文学』第４巻第２号、
1993 年、115 頁以下。 
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妙通力之あるもの」26として、社会に対する嫌悪感を露骨に述べている。この書簡の約１
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らとは一線を画そうとしていた。1886（明治 19）に、星亨らが大同団結を主張した。大同
団結の主張に対して、北多摩郡では壮士たちを中心に、1887（明治 20）年 10 月 27 日に神
奈川県有志懇親会が開催された。ところが、県会議員の出席が少なかったために、彼らを
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39 中克派については注 38 参照。このたびの補欠選挙では、吉野と市川幸吉が辞職した



















の現われであろう。1888（明治 21）年 1 月新書簡の段階では、少なくとも書簡の様子から
は疎遠な状況は窺えないので、疎遠の起点をこれより後に置くのが妥当であろう。上述の
ように、石阪との協力関係の破綻が、吉野の北多摩郡正義派の旗揚げの前提となっている
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である。しかも、この前年の 1888（明治 21）年 10 月に、父快蔵の隠居により北村家の家
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 続く大作の詩劇『蓬莱曲』の出版は 1891（明治 24）年５月であった。「透谷子漫録摘集」



























                                                                                                                                                            




岡『北村透谷研究 評伝』有精堂、1995 年、171 頁。 





   曽つて誤つて法を破り 















   余と生死を誓ひし壮士等の 
     数多あるうちに余は其首領なり（第一） 
 
     曽つて世を動かす弁論をなせし此口も、 
曽つて万古を通貫したるこの活眼も 
   はや今は口は廃れたる空気を呼吸し（第二） 
 
   噫此は何の科ぞや？ 
    たゞ国の前途を計りてなり！ 
   噫此は何の結果ぞや？ 










































                                                  
51 『民権史料集』下巻、933 頁。 







      四人の中にも、美くしき 
      我花嫁･･････いと若かき 
 
   彼は余と故郷を仝じうし、 
    余と手を携へて都に上りにき－ 
   京都に出でて琵琶を後にし（第四）53 
 
   あとの三個は少年の壮士なり、 
    或は東奥、或は中国より出でぬ、 
   彼等は壮士の中にも余が愛する 












   愛といひ恋といふには科あれど、 
    吾等双個の愛は精神にあり、 
                                                  
53 『透谷全集』第一巻、９－10 頁。 
54 『透谷全集』第一巻、12 頁。 





ろう（平岡『北村透谷研究』有精堂、1967 年、130 頁）。 
 50
       （中略） 
   梅が枝にさへずる鳥は多情なれ、 










   吾が祖父は骨を戦野に暴せり、 





















                                                  



































   斯く云ふ我が魂も獄中にはあらずして 
    日々夜々軽るく獄窓を逃伸びつ 
   余が愛する少女の魂も跡を追ひ 
    諸共に、昔の花園に舞ひ行きつ 
 52
   塵なく汚れなき地の上にはふバイヲレツト 
   其名もゆかしきフォゲツトミイナツト 
    其他種々の花を優しく摘みつ 
   ひとふさは我胸にさしかざし 






    余が代には楚囚となりて、 
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妄の中に行き暮れてしまったのである。その年の 12 月 28 日、喉を剃刀で切って自殺を図
り、未遂に終わったが、その後は執筆活動が再開されることはなかった。そして、1894（明
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啄木は、1886（明治 19）年２月 20 日、岩手県岩手郡玉山村の曹洞宗寺院常光寺住職石
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（明治 37）年 11 月に再び上京し、今度は詩集『あこがれ』の出版に漕ぎ着けることにな
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処分は 1904（明治 37）年 12 月 27 日付で通告され、石川家は翌年３月２日に宝徳寺を
退去した。生活が若い啄木の双肩に重く圧し掛かって来た。「天下に小生の恐るべき敵は唯
一つ有之候。そは実に生活の条件そのものに候。生活の条件は第一に金力に候」32（金田
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治 37）年１月 21 日付の野口米次郎宛書簡では、次のように述べている。 
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ことになったのである。８月 18 日に函館日日新聞社編輯局に採用されたが、９月 11 日に
退職した。 
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 1908（明治 41）年 1 月１日の日記（四十年日誌）には、貧富の差を不条理とした上で次
                                                  
39『啄木全集』第５巻、241 頁。  
40『啄木全集』第５巻、241 頁。  
41『啄木全集』第４巻、130 頁。  




































                                                                                                                                                            
43 鹿野政直『近代精神の道程－ナショナリズムをめぐって－』花神社、1977 年、209 頁。  
44『啄木全集』第５巻、192 頁。  
45『啄木全集』第５巻、195－196 頁。 












  「噫、死なうか、田舎にかくれようか、はたまたモット苦闘をつづけようか？ 
   （中略） 
   誰か知らぬまに殺してくれぬであらうか！ 寝てる間に！」（６月 27 日） 
  「死にたくなつた。死といふ外に安けさをも求める工夫はない様に思へる。生活の苦
痛！（中略）」死にたい、けれども自ら死なうとはしない！」（６月 29 日） 
  「死にたいといふ考が沸いた！」（７月 17 日） 
「何事も自分の満心の興をひくものがない！ ああ生命に倦むといふのがこれかしら。
何事も深い興がなく、極端な破壊－自殺－の考がチラチラと心を唆す。」（７月 19 日） 
  「死の囁きを聞いてゐる時だけ、何となく心が一番安らかな様な気がする。」（７月 20
日） 
「一日故山の事許り考へた。単純な生活が恋しい。何もかもいらぬ。唯故郷の山が恋













                                                  





























 啄木は 1909（明治 42）年の前半期には、デスペレートな心的状況を脱却できなかった。
「ローマ字日記」の４月 17 日には、次のような記述がある。 
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し、第三の農本主義的ユートピアの構想は､1944(昭和 19)年 4 月の介山の死をもって未完
のままに終わる｡｢椰子林の巻｣の擱筆は 1941(昭和 16)年 8 月のことであるから､晩年の 3
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   皇統を継がせ給ふ 
   大八洲、日の本の 
   武蔵野の草莽の中に 
   いとも、かそけき 
   微中の微臣 
   平中の平民 
    （中略） 
世に拙作を送り 
   世の余録に養はる 
   我は生れ得て野の子にして 
   遂に野の人に養はる 
   草莽はわが終の住処にして 
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